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参考文献

　実りある国際化の基本的条件は、他国民との相互理解にあることはいうまでもな

いであろう。そのためには、他国をどのように知るか、自国をどのように位置づけ

るかが、たえず課題とされるであろう。そうした関心を出発点として、一定のテー

マを設け、比較の基準を整え、諸国家の政治制度の比較分析を試みたい。その際、

単に制度だけの比較にとどまらず、それぞれの国家における制度と現実生活との、

具体的な緊張関係の理解も心がけたいと思う。

第１回～第５回：各自研究国の概要紹介と研究テーマの説明

第６回～第10回：各国の歴史

第11回～第15回：各国の政治制度

第16回～第20回：各国の経済・産業

第21回～第25回：各国の軍事・外交

第26回～第30回：各国の教育・文化

◎グループワークとして毎回ディスカッションの時間を設け、さらに全体討議を行

う。

◎月に１回程度ディベートの時間を設ける。テーマは２週間前に決定し、グループ

ワークとして準備する。

川岸ほか『憲法』新版（青林書院、2005年）、飯島・川岸編『憲法と政治思想の対

話』（新評論、2002年）薮下監修『立憲主義の政治経済学』（東洋経済新報社、

2008年）ほか。

開講時に参考文献一覧を配布する予定である。

ゼミでの報告（準備を含む）、ディスカッションへの貢献度、ゼミ論文。
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